





































































　しかし、『左経記』寛仁 2年（1018）閏 4月 17日条には、「早旦参法性寺、御悩頗宣、御悩物気







































































































































　2014年 10月 15日の第 97回神奈川大学日本常民文化研究所研究会において、「憑霊信仰の歴史と民俗―平安朝の
病因論と治病儀法を中心として―」と題して、拙著『憑霊信仰の歴史と民俗』の梗概を報告した。本稿はその内容
を平安朝における病因論を中心に要約し、改題したものである。
